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―
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
現

状
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
下
　
こ
こ
10
年
で
委
員
を
と
り
ま
く

環
境
や
、
守
秘
義
務
の
影
響
で
委
員
に

相
談
す
る
内
容
が
、
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
目
の
届
か
な
い
孤
立
し
た
人
を
探

し
、
さ
み
し
さ
の
な
い
生
活
を
目
指
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
委
員
の
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
、
委
員
の
活
動
に
ご
理
解

を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前
提
だ
と
考
え

ま
す
。

山
下
　
見
守
り
を
し
て
い
て
、
生
活
面

や
健
康
面
の
心
配
事
が
あ
っ
て
も
、
み

ず
か
ら
声
を
上
げ
な
い
人
が
多
い
気
が

し
ま
す
。
委
員
が
み
ず
か
ら
出
向
く
姿

勢
が
大
事
で
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
役
割

で
あ
り
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
問
題
で
は

高
齢
化
率
が
と
て
も
高
く
、
子
ど
も
も

随
分
と
減
り
、
空
き
家
が
増
え
て
い
る

地
域
も
あ
り
、
年
代
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
き
て
い
ま
す
。

中
津
川
　
年
間
多
く
の
ア
パ
ー
ト
が
建

杉
山
　
委
員
か
ら
選
ば
れ
る
主
任
児
童

委
員
が
、
家
庭
教
育
支
援
員
の
資
格
を

取
得
し
、
親
と
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
教

育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
小
中
学
校
の

懇
談
会
等
で
、
参
加
者
と
輪
に
な
っ
て

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
少

し
ず
つ
広
ま
り
ま
し
た
が
、
任
期
が
終

わ
る
と
資
格
が
有
効
活
用
さ
れ
な
い
の

で
、
親
等
と
話
せ
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

柴
田
　
委
員
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
の
問
題
等
が
あ
る
の
で
、

「
磐
田
市
の
委
員
は
75
歳
で
定
年
」
は
理

解
で
き
ま
す
。
委
員
を
２
期
・
３
期
と

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
60

歳
を
過
ぎ
て
も
働
く
現
実
が
あ
る
と
、

無
理
が
あ
り
ま
す
。
人
選
に
は
ご
配
慮

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

山
村
　
委
員
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
委
員
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
の
理
解
が
薄
れ
て
い
る

状
況
だ
と
感
じ
ま
す
。
福
祉
施
策
を
す

る
た
め
に
は
実
態
を
把
握
し
な
い
と
で

き
ま
せ
ん
が
、
情
報
提
供
が
な
い
こ
と

等
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
職
業
の
方
が

委
員
に
選
任
さ
れ
る
の
で
、
自
主
的
な

実
態
調
査
は
難
し
い
で
す
。

原
田
　
児
童
委
員
の
職
務
が
あ
り
な
が

ら
、
地
域
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
情
報

が
も
ら
え
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
法
律

で
職
務
を
定
め
ら
れ
、
か
つ
守
秘
義
務

が
あ
る
委
員
に
も
っ
と
職
務
を
依
頼
し

て
欲
し
い
で
す
。

甲
賀
　
上
野
部
地
区
で
川
遊
び
を
す
る

た
め
、
市
内
か
ら
園
児
た
ち
が
来
ま
す
。

園
か
ら
の
要
請
で
、
委
員
も
協
力
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
は
採
石
場
の
跡

地
も
あ
り
、
子
ど
も
の
教
育
上
良
い
場

所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
台
風
等
の
災
害

が
あ
る
と
、
沢
や
山
道
が
荒
れ
る
た
め
、

環
境
整
備
を
地
元
の
方
が
行
っ
て
い
ま

す
。

民生委員・児童委員の活動
　今回の特集は、地域福祉の推進役として活動している磐田市民生委員・児童委員協議
会の役員８名に民生委員・児童委員活動の現状と課題について伺いました。
（取材日：令和元年11月 15日）　　　　　　　　（聞き手 : 市議会民生教育委員会委員）

ち
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る
地
区
が
あ

り
ま
す
。
世
帯
名
簿
の
提
出
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
学
校
か
ら
子
ど
も
の
問
題
で

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
、
委
員
が
状

況
を
把
握
で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
60
歳
を
過
ぎ
て
も
働
い
て
い
る
人
が

多
く
、
委
員
に
推
薦
す
る
人
選
に
自
治

会
長
も
困
っ
て
い
ま
す
。

―
行
政
や
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

松
下
　
本
市
の
福
祉
施
策
は
充
実
し
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
必
要
な
方
に
必
要

な
施
策
が
届
い
て
い
る
の
か
、
点
検
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

山
村
　
地
域
と
の
連
携
も
含
め
て
進
め

て
い
け
ば
市
民
の
安
心
安
全
な
生
活
の

一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
す
こ

し
行
政
は
、
委
員
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

山
下
　
介
護
保
険
の
利
用
者
が
ふ
え
財

政
も
逼
迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の

た
め
、
介
護
予
防
に
一
層
力
を
入
れ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

―
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
市
議
会
と

し
て
も
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会長　松
まつした

下　悦
えつろう

郎さん副会長　山
やまむら

村　勝
かつあき

明さん

副会長　原
はらだ

田　征
まさみ

己さん

理事　杉
すぎやま

山　美
み ち こ

智子さん

理事　柴
しばた

田　のり子
こ

さん

理事　甲
こうが

賀　祥
しょうじ

司さん

理事　中
なかつがわ

津川　年
としひろ

弘さん

理事　山
やました

下　秀
ひでき

樹さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　「
民
生
委
員
」
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の

公
務
員
で
、「
児
童
委
員
」
を
兼
ね

て
い
ま
す
。任
期
は
３
年
で
す
。（
再

任
可
）。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
を

見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け

を
す
る
な
ど
、
地
域
の
よ
き
「
相
談

相
手
」、
専
門
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ

役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
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参加者の感想（アンケートから一部抜粋）議会報告会アンケート結果
・グループワークはとても良かったです。様々な年齢・職種の方々とお話しできたことはまさに地域のコ
ミュニティーの活性化だと感じました。参加者の方に発表をしてもらうのも、悪くないと思います。全
員が一体感がとれてよかったです。

・何も知らなかったのでとても勉強になりました。幼保無償化のメリットやデメリットをもっと全体的に
知れると良いなと思います。

・資料がわかりにくい。
・もっとたくさんの市民が参加できるように働きかけをしたい。
・初めて参加しましたが、各テーマの中でみなさん様々な意見が出ていて良かったと思います。それぞれ
の方も話しやすかったのではないでしょうか。

・去年より、ずい分よくなった。
・議員の生の話を聞くことが出来、参加して良かったです。

　市議会では、議会基本条例に基づき、令和元年10月 26日（土）に議会報告会を開催しました。今年度は
特別委員会からの報告と、総務・民生教育・建設産業の常任委員会ごとの報告と質疑を行った後、グループワー
クでテーマに基づいて意見交換を行いました。８１名の方にご参加いただき、ありがとうございました。
　なお、ここではその一部をお知らせしますが、皆さんからいただいたご意見は、議会で課題を整理し、検
討をしております。その他のご意見やアンケート結果は後日ホームページで紹介いたします。
　また、グループワークは「豪雨災害について」「幼児教育無償化について」「働きやすいまちづくりについて」
の３つのテーマに対して、模造紙に付せんを貼って意見を出し合い、各グループで発表を行いました。

令和元年度議会報告会を開催しました大藤交流センター
時間：9：00～11：30　　参加者：15人

福田南交流センター
時間：9：00～11：30　　参加者：15人

中泉交流センター
時間：14：00～16：00　　参加者：18人

西貝交流センター
時間：14：00～16：00　　参加者：33人

【主な質疑内容】
・外国人労働者の状況、これからの展望は。
・保育料無償化、高所得者が得をするのでは。
・家族経営の農業者育成や支援はどのように考えて
いるのか。

【グループワークにおける意見等】
・避難所についての心配・課題への意見が多くあがっ
ていた。

・幼保無償化の制度が分かりにくくよく分からない
といった意見がみられた。

・保育士不足対策など他にもやることがあるといっ
た意見も多かった。

・働きやすい環境整備について、外国人や若者を意
識したまちづくりなどの意見があがった。

【主な質疑内容】
・なし
【グループワークにおける意見等】
・高齢者の移動困難、一人世帯高齢者への連絡方法、
ホッとライン登録が難しい、女性・子ども目線が足
りない、女性のトイレが心配などの課題が挙がった。

・待機児童等受け皿の数だけでなく質等を含めた内
容は。

・給食の無償化。無償化の経済的側面だけでなく道
徳的な側面もアピ－ルをする。

・子どもの居場所づくり、親子で触れ合える場所づ
くりが必要だと思う。

・道路の除草や美化（食べ物の袋等）を、また河川
の清掃は市でやってほしい。

【主な質疑内容】
・防潮堤の工事状況について詳細を説明してほしい。
・磐田市の財政状況について詳細を説明してほしい。
・耕作放棄地の状況の中で休耕地等の状況は。
【グループワークにおける意見等】
・豪雨災害については、河川整備・堤防の補強の必
要性や河川ハザードマップの有効利用などが出て
いた。

・幼保無償化については、保育士の処遇改善や幼児
教育の無償化の在り方、子育て支援センターの活
用などが出ていた。

・働きやすいまちづくりについては、荒廃農地の整
備や商店の廃業による影響などが出ていた。

【主な質疑内容】
・本市で最も出荷額の多い工業について説明してほ
しい。

・基金などを活用して幼児教育無償化を行えないか、
また、すべて無償化にしたらいくらの金額になる
のか。

・兼業農家などの小規模な農家のことはどのように
考えているのか。

【グループワークにおける意見等】
・高齢者・一人暮らしの安否確認と連絡体制、避難
するタイミング、避難所に関する心配。

・保育士・幼稚園教諭の処遇改善、子どもの遊ぶ施
設と相談場所の充実など子育てに関心のある意見
が多かった。

・全ての年代の人がまちづくりに参加できる仕組み
を提案するような前向きな意見が多かった。

大藤交流センター 福田南交流センター

中泉交流センター 西貝交流センター

どちらとも
言えない
21.6％

悪い
1.4％

未回答
8.1％

議員・議会の役割
4.9％

予算の
内容
8.7％

その他
9.7％

未回答
11.7％

議員・議会
の活動
23.3％

地域の課題
41.7％

どちら
とも言えない
29.7％

悪い
12.2％

未回答
25.7％ 良い

32.4％

良い
68.9％

   【グループワークについて】            【今後の報告会でテーマにしてほしいこと】      【議会からの活動報告について】



委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。
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特
に
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
中

で
対
策
が
必
要
な
箇
所
、
対
策
が

可
能
な
箇
所
を
選
定
し
た
。
ま
た
、

交
通
事
故
の
多
発
箇
所
に
つ
い
て

も
、
追
跡
調
査
を
し
て
必
要
な
箇

所
へ
必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正

■問
　
豊
田
支
所
等
施
設
改
修
事
業

の
詳
細
は
。

答
　豊
田
支
所
は
防
災
倉
庫
等
へ

改
修
す
る
。
１
階
部
分
を
支
援
物

資
の
受
け
入
れ
や
荷
さ
ば
き
の
場

所
と
し
て
、
２
階
部
分
は
毛
布
な

ど
耐
水
性
が
な
い
物
資
等
を
備
蓄
、

３
階
部
分
は
災
害
時
の
事
務
ス
ペ

ー
ス
と
し
た
い
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊

田
は
現
在
の
支
所
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移
転
す
る

た
め
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
、

倉
庫
等
を
確
保
す
る
よ
う
改
修
す

る
。
ま
た
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
駐
車
場
や
進

入
路
に
改
修
す
る
。
豊
田
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
１
階
の
事
務
室
等
を
改

修
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
マ
ガ
モ
等
が
移
転
す
る
予
定
で

あ
る
。

令和元年
 11月

会期　11月25日～12月20日（26日間）定例会

令和元年度一般会計補正予算など
　11月定例会では、市長提出の令和元年度一般会計補正予算など一般議案 18件のほか人事議案 1件を審議し
ました。今回は、その中から主な議案を紹介します。
　なお､ 全ての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

11 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

全会一致で

可決

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

議案
第93号

　
こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
及
び
地
方
債
の
変
更
で
あ
り
、歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ

れ
に
４
億
２
５
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
６
７
０
億
４
，２
１
０
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
も
多
く
の
関
係
者
と
の
十
分
な

意
見
交
換
を
期
待
す
る

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設

予
定
地
を
決
定
す
る
ま
で
に
、
ど
の

よ
う
に
関
係
者
の
意
見
を
傾
聴
し
て

の
結
果
な
の
か
。
陳
情
取
り
下
げ
で

議
会
に
よ
る
閉
鎖
予
定
の
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
意
見
交
換
の
機
会
が
な
く

な
っ
た
が
、
今
後
も
多
く
の
関
係
者

と
の
十
分
な
意
見
交
換
を
期
待
す
る
。

当
該
補
正
予
算
に
は
市
民
生
活
に
直

接
関
わ
る
防
災
対
策
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

き
ず
な
の
会 
鈴
木
正
人 

議
員

市
民
や
利
用
者
に
丁
寧
な
説
明
を

し
、
協
力
し
て
進
め
て
い
く

　
東
部
地
区
へ
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
質
疑
等
で
、
全
市

内
へ
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
目
的
と
し
て
い

る
な
ど
、
東
部
地
区
へ
の
配
置
の
必
要

性
や
候
補
地
の
選
定
理
由
、
安
全
性

の
確
認
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事

前
に
調
査
し
、
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
様
々
な
事
業
し
て
い
る
点

は
評
価
す
る
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
は
、
市
民
や
利
用
者
に
丁

寧
な
説
明
を
し
、
市
民
と
一
緒
に
理
解

し
な
が
ら
、
協
力
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
、
当
局
の
対
応
を
期
待
す
る
。

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
存
続
を
含

め
た
対
応
を
す
べ
き

　
日
本
で
は
子
ど
も
や
子
育
て
へ
の

社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
先
進
諸
国
の

中
で
際
立
っ
て
弱
く
、
出
産
や
子
育
て

が
困
難
な
国
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の

身
近
な
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
存
続
を
含

め
た
対
応
を
す
べ
き
で
、
空
白
地
区

で
あ
る
東
部
地
区
に
お
け
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
、
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

■問
　
今
回
の
学
供
会
館
代
替
施
設
と
竜
洋
交
流
セ
ン

タ
ー
と
の
位
置
付
け
や
維
持
管
理
の
方
法
を
伺
う
。

答
　
竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
の
補
完
的
施
設
と
位
置

付
け
、
施
設
予
約
や
鍵
の
受
け
渡
し
を
含
め
竜
洋

交
流
セ
ン
タ
ー
で
維
持
管
理
す
る
予
定
で
あ
る
。

■問
　
御
厨
駅
周
辺
の
活
性
化
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
新
設
計
画
と
他
の
機
能
を
持
つ
複
合
化
の
検

討
は
。

答
　
御
厨
駅
周
辺
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
子
育
て
施
設
を
誘
導
す
る
方
針
と
し
て

い
る
が
、
御
厨
駅
前
の
市
有
地
は
、
近
隣
商
業
地

域
に
あ
り
複
合
市
街
地
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な
商
業
、
業
務
施

設
等
を
優
先
的
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
現

在
の
建
設
予
定
地
に
単
独
施
設
と
し
て
設
置
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

●
未
就
学
児
の
移
動
経
路
や
通
学
路
等
の
安
全
対
策
に
要
す
る
経
費
の
追
加

●
学
習
等
供
用
施
設
竜
洋
会
館
代
替
施
設
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
う
地
質
調
査

に
要
す
る
経
費
の
追
加

●
県
の
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
等
交
付
金
を
活
用
し
た
防
災
資
機
材
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
追
加

●
児
童
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
増
額

自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改

正■問
　
御
厨
駅
自
転
車
等
駐
車
場
の

概
要
及
び
防
犯
対
策
は
。

答
　御
厨
駅
南
口
広
場
の
西
側
に

自
転
車
置
き
場
を
２
１
０
台
、
道

路
を
挟
ん
で
東
側
に
バ
イ
ク
置
き

場
を
40
台
分
整
備
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
２
カ
所
ず
つ
防
犯
カ
メ
ラ
と

照
明
灯
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

屋
根
付
き
の
置
き
場
で
あ
る
た
め
、

映
り
込
み
の
状
況
で
増
や
す
可
能

性
も
あ
る
。

■問
　
バ
イ
ク
置
き
場
は
大
型
バ
イ

ク
で
も
駐
車
で
き
る
の
か
。

答
　
原
動
機
付
自
転
車
を
含
め
、

大
型
バ
イ
ク
ま
で
自
動
二
輪
車
は

全
て
駐
車
可
能
で
あ
る
。

 

■問
　
車
い
す
は
駐
車
で
き
る
の
か
。

答
　
特
別
に
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
し

な
い
が
、
利
用
で
き
る
。
出
入

り
口
は
道
路
と
段
差
が
な
い
形

で
整
備
す
る
。

■委 員 長：山田安邦　　■委員：江塚　学、草地博昭、加藤文重、寺田辰蔵
■副委員長：秋山勝則　　　　　　高梨俊弘、岡　　實

予 算 決 算 委 員 会

総 務 委 員 会

文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定

■問
　
休
日
等
に
実
施
し
て
い
る
証

明
発
行
業
務
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
令
和
元
年
度
末
を
も
っ
て
、

終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

■問
　
税
務
署
で
実
施
し
て
い
る
確

定
申
告
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
現
在
、
福
田
中
央
交
流
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

市
民
文
化
会
館
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定

■問
　
な
ぎ
の
木
会
館
で
は
市
民
文

化
会
館
の
代
用
が
で
き
な
い
理
由

は
。

答
　
現
在
の
市
民
文
化
会
館
は
、

１
５
０
０
席
だ
が
、
な
ぎ
の
木
会

館
は
８
０
０
席
で
あ
る
。
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
商
業
公
演
や

専
門
学
校
の
入
学
式
な
ど
で
は
、

１
５
０
０
席
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

て
お
り
、
な
ぎ
の
木
会
館
で
は
対

応
が
難
し
い
。
ま
た
、
設
備
的
な

面
で
も
照
明
の
明
る
さ
や
音
響
シ

ス
テ
ム
の
規
模
が
市
民
文
化
会
館

と
比
べ
て
小
さ
い
。

■委 員 長：髙田正人　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：絹村和弘

整備された交差点の一例（中泉地内）

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　【
歳
出
３
款
　
民
生
費
】

■問
　
市
全
体
と
し
て
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど
の
よ
う
に

配
置
し
て
い
く
の
か
。

答
　
国
の
基
準
で
は
、
お
お
む
ね

中
学
校
区
に
１
カ
所
ぐ
ら
い
を
目

指
し
、
全
国
的
に
は
１
万
カ
所
を

目
指
し
て
い
く
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
本
市
も
中
学
校
区
に

１
つ
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　【
歳
出
８
款
　
土
木
費
】

■問
　
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の

50
カ
所
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点

で
決
め
ら
れ
た
の
か
。

答
　
学
校
や
地
域
ご
と
に
対
象

箇
所
を
割
り
振
る
考
え
で
は
な
く
、



代表質問

令和元年、磐田市の諸課題／令和元年から未来へ

志政会　質問者 議員草 地 博 昭

代表質問・一般質問
（5 会派）　　　　　　　　　　　 （2 名）

代表質問・一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくはインターネットの録画映像でごらんいただけます。 磐田市議会　配信 検 索

一般質問とは？
　個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじ
めとする執行機関に対して行う質問を一般質問と
いいます。

志政会

新磐田

日本共産党磐田市議団 社民・明るい暮らしの会公明党磐田

きずなの会

           増田暢之　 岡　　實　  髙田正人　   寺田幹根　  絹村和弘 　芦川和美
  永田隆幸　 小柳貴臣　  草地博昭　    鳥居節夫　小池和広　  秋山勝則

      松野正比呂　加藤文重　  芥川栄人  　寺田辰蔵

高梨俊弘　   根津康広 江塚　学　  鈴木喜文 虫生時彦

　　　戸塚邦彦　  鈴木正人  　山田安邦　    小栗宏之

代表質問とは？
　所属議員が 2人以上の会派の、市政全般にわた
り、市長をはじめとする執行機関に対し行う質問
を代表質問といい、本市議会では 11月定例会で行
われます。
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情
を
伺
う
。
ま
た
、
学
校
に
編
入

す
る
前
に
日
本
語
や
生
活
の
基
礎

を
学
べ
る
プ
レ
ス
ク
ー
ル
開
設
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
外
国
籍
児
童
生
徒
は
増
加
傾

向
で
、
初
期
支
援
教
室
Ｎ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

で
の
支
援
や
、
各
校
で
加
配
教
員

等
が
支
援
を
し
て
い
る
。
プ
レ
ス

ク
ー
ル
は
関
係
機
関
と
連
携
し
一日

体
験
教
室
の
開
催
な
ど
考
え
た
い
。

産
業
振
興

■問

　下
野
部
工
業
団
地
の
現
況
と

工
業
団
地
立
地
の
今
後
を
伺
う
。

答
　
下
野
部
工
業
団
地
は
、
操
業

中
３
社
、
建
設
工
事
中
１
社
、
契

約
済
２
社
で
主
要
区
画
へ
の
誘
致

が
終
了
し
た
。
今
後
市
で
新
た
な

工
業
団
地
の
開
発
は
考
え
て
い
な

い
が
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
開
発

等
を
含
め
た
検
討
を
し
て
い
く
。

防
災
対
策

■問

　河
川
の
浸
水
想
定
区
域
内
の

避
難
所
等
見
直
し
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
想
定
浸
水
深
等
、
状
況
に
応

じ
た
見
直
し
を
随
時
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
国
等
の
新
た
な
取
り

組
み
が
あ
れ
ば
随
時
見
直
す
。

■問

　福
祉
避
難
所
の
考
え
方
と
課

題
を
伺
う
。

答
　
福
祉
避
難
所
は
、
通
常
の
避

難
所
で
避
難
生
活
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
要
配
慮
者
が一
時

的
に
避
難
す
る
も
の
で
、
課
題
は
、

移
送
の
際
の
専
門
職
等
の
人
材
確

保
や
住
居
を
失
っ
た
要
配
慮
者
の

次
の
避
難
先
の
調
整
等
で
あ
る
。

市
民
文
化
会
館
跡
地

■問

　市民
文
化
会
館
跡
地
の
基
本

方
針
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
文
化
会
館
建
設
検
討
委
員
会

の
答
申
内
容
を
基
本
に
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
民
文
化
会
館

跡
地
等
利
活
用
懇
話
会
の
意
見
を

参
考
に
方
針
を
決
め
て
い
き
た
い
。

教
育

■問

　外
国
人
児
童
へ
の
支
援
の
実

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

■問

　ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
ど
の
よ
う

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

答
　
Ｊ
リ
ー
グ
が
進
め
て
い
る
社

会
連
携
活
動
に
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と

連
携
し
、
市
民
等
も
巻
き
込
み
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
を
全
力
で
支
え
て

い
く
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。

県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

の
開
校

■問

　県
立
農
林
大
学
校
か
ら
、
農

林
業
分
野
の
専
門
職
大
学
と
し
て

県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
、
農

林
環
境
専
門
職
短
期
大
学
部
と
変

わ
る
。
本
市
が
期
待
す
る
も
の
、

産
業
界
と
の
連
携
や
学
生
卒
業
後

の
進
路
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　農
業
経
営
者
や
農
業
経
営
体

の
中
核
を
担
う
人
材
等
が
輩
出
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
産
業
界

と
の
連
携
は
、
地
元
企
業
や
農
協

等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
を
行

い
た
い
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
在

学
中
か
ら
市
内
企
業
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
多
く
の
方
に
本

市
で
就
農
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

自
然
と
環
境

■問

　公
園
の
樹
木
や
緑
地
の
管
理

と
遊
び
場
と
し
て
の
機
能
づ
く
り

に
つ
い
て
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

答
　樹
木
等
は
危
険
木
の
除
去
と

剪
定
を
中
心
に
適
正
な
維
持
管
理

を
行
い
、
遊
び
場
と
し
て
の
機
能

づ
く
り
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
よ

る
遊
具
の
更
新
に
併
せ
先
進
地
の

事
例
等
も
参
考
に
整
備
し
て
い
く
。

■問

　公
園
の
更
新
や
廃
止
を
含
め

た
今
後
の
計
画
や
方
向
性
を
伺
う
。

答
　
小
さ
な
公
園
で
も
憩
い
の
場

と
同
時
に
防
災
機
能
も
持
つ
た
め
、

安
易
に
廃
止
等
は
で
き
な
い
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
見
直

し
の
検
討
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

整備が完了した当時の下野部工業団地

静岡県立環境専門職大学、
農林環境専門職短期大学部は、
令和２年４月開校。
上記新校舎は
令和３年３月完成予定

会派紹介（人数）　
※令和元年12月20日現在

志政会（12）
新磐田（4）
きずなの会（4）
日本共産党磐田市議団（2）
公明党磐田（２）
社民・明るい暮らしの会（1）
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市
議
会
議
員

　
４
年
ご
と
の
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
か
ら
選

ば
れ
た
「
市
民
の
代
表
者
」。
本
市
議
会
議
員

の
定
数
は
条
例
で
26
人
と
し
て
い
ま
す
。

議
長
・
副
議
長

　
議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

で
選
ば
れ
ま
す
。

　
議
長
は
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
議
場
の

秩
序
を
保
ち
、
議
事
を
整
理
し
、
議
会
の
事

務
を
処
理
し
ま
す
。

　
副
議
長
は
、
議
長
が
不
在
の
と
き
や
欠
け

た
と
き
に
、
議
長
の
代
わ
り
に
職
務
を
行
い

ま
す
。

会
　
派

　
市
政
に
対
す
る
同
じ

意
見
や
考
え
方
を
も
っ

た
議
員
が
集
ま
り
結
成

さ
れ
た
団
体
の
こ
と

で
、
現
在
本
市
議
会
に

は
６
つ
の
会
派
が
あ
り

ま
す
。

本
会
議

　
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
、
市
議
会
の
意
思

を
決
定
す
る
ほ
か
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質

問
を
行
う
会
議
で
す
。
市
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
や
市
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど

の
可
否
は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議
に

お
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

２
月
・
６
月
・
９
月
・
11
月
に
開
会
す
る
定

例
会
と
、
必
要
な
と
き
に
開
か
れ
る
臨
時
会

が
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会 

　
円
滑
な
議
会
の
運
営
を
図
る
た
め
、
議
会

運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
図
る
会

議
で
す
。

常
任
委
員
会 

　
本
会
議
で
の
審
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
委
員
会
を
設
け
、
議
案
な
ど
を
専
門
的
・

能
率
的
に
審
査
し
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
総

務
委
員
会
、
民
生
教
育
委
員
会
、
建
設
産
業

委
員
会
、
予
算
決
算
委
員
会
、
広
報
広
聴
委

員
会
の
５
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会

　
複
数
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る
事
項
や

特
に
重
要
な
事
項
等
を
審
査
す
る
た
め
に
、

議
会
の
議
決
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
ま
す
。

代表質問 代表質問

行政の諸施策について
新年度予算編成の基本方針と重点施策について／
産業・雇用・観光・移住定住／自治・スポーツ・文化・歴史・共生／子育て・教育、
健康・福祉／防災・消防・安全安心／都市基盤・環境／行財政改革

公明党磐田　質問者 議員鈴 木 喜 文 新磐田　質問者 議員芥 川 栄 人

答
　廃
止
予
定
の
４
セ
ン
タ
ー
で

市
長
も
出
席
し
た
懇
談
会
を
開
催

し
、
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

■問

　認
知
症
の
方
を
対
象
に
公
費

で
民
間
の
賠
償
保
険
に
加
入
す
る

事
業
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
　認
知
症
高
齢
者
の
救
済
制
度

と
し
て
有
効
で
あ
り
、
２
年
度
の

制
度
化
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

■問

　高齢
者
を
対
象
に
終
活
支
援

す
る
事
業
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
　２
年
度
よ
り
終
活
の
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
ほ
か
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布
や
専
門
機
関

へ
の
橋
渡
し
な
ど
を
実
施
し
た
い
。

締
結
し
た
。
実
用
化
ま
で
時
間
が

か
か
る
が
、
市
と
し
て
で
き
る
範

囲
内
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

 

自
治
振
興

■問　
自
治
基
本
条
例
の
検
討
の
必

要
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
　
地
域
の
現
状
と
課
題
な
ど
情

報
共
有
し
な
が
ら
本
市
に
あ
っ
た

素
案
の
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
来
年
度
は
審
議
会
等
を
設

置
し
市
民
の
声
を
聞
く
な
ど
し
て

３
年
度
の
制
定
を
目
指
し
た
い
。

■問　
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
自
立

を
進
め
る
た
め
地
域
づ
く
り
の
専

門
家
の
力
と
長
期
計
画
策
定
へ
の

必
要
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
　長
期
計
画
を
立
て
る
に
は
少

し
時
間
が
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が

現
在
は
エ
リ
ア
担
当
職
員
が
全
体

最
終
処
分
場

■問

　中
遠
広
域
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
つ
い
て
の
覚
書
内
容
と

締
結
に
対
す
る
責
任
を
伺
う
。

答
　現
処
分
場
の
埋
立
て
が
終
了

し
た
際
、
次
は
本
市
が
受
け
入
れ

地
を
確
保
す
る
と
あ
る
。
署
名
し

た
一
人
と
し
て
申
し
訳
な
い
。

■問

　森
町
の
最
終
処
分
場
の
埋
立

て
期
間
再
延
長
を
要
請
す
る
の
か
。

答
　現
時
点
で
要
請
す
る
こ
と
は

な
い
。
組
合
総
意
で
あ
れ
ば
、
要

請
す
る
気
持
ち
は
十
二
分
に
あ
る
。

■問

　市
内
に
建
設
す
る
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

自
治
会
連
合
会
三
役
に
相
談
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■問

　見付
地
域
で
報
徳
社
施
設
を

利
用
し
な
い
理
由
、
北
部
地
域
に

お
け
る
移
動
型
の
今
後
を
伺
う
。

答
　報
徳
社
施
設
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
手
狭
な
た

め
で
あ
る
。
北
部
地
域
は
、
向
陽

学
府
一
体
校
の
構
想
も
あ
り
、
移

動
型
で
実
施
し
状
況
を
見
て
い
く
。

■問

　今
後
、
閉
館
の
見
直
し
を
含

め
、
再
考
す
る
可
能
性
は
。

新
年
度
予
算
編
成

■問　
２
年
度
予
算
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
新
た
に
向
陽
学
府
に
お
け
る

一
体
校
の
整
備
に
向
け
基
本
構
想

の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
豊
田

支
所
の
防
災
備
品
等
の
拠
点
倉
庫

化
を
進
め
る
ほ
か
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
助
成
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

産
業
・
雇
用

■問　
自
動
運
転
技
術
を
活
用
し
市

民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め

の
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
地
域
公
共
交
通
の
課
題
解
決

や
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
市
内
企
業
と

実
証
実
験
に
関
す
る
連
携
協
定
を

防
災
・
減
災
対
策

■問

　災害
時
の
避
難
所
収
容
人
数

の
限
界
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答
　収
容
人
数
を
超
え
る
場
合
は
、

公
共
施
設
を
開
放
し
、
避
難
者
を

受
け
入
れ
る
対
策
を
考
え
て
い
る
。

野
球
振
興

■問

　夏の
高
校
野
球
県
大
会
の
城

山
球
場
開
催
の
取
り
組
み
は
。

答
　城
山
球
場
で
開
催
と
な
っ
た

場
合
は
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

■問

　中
学
野
球
の
合
同
チ
ー
ム
の

あ
り
方
は
。

答
　本
来
は
１
校
で
１
チ
ー
ム
作

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
合
同
チ
ー

ム
を
作
る
た
め
に
部
員
を
募
集
し

な
い
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。

把
握
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
・
安
全
安
心

■問　
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者

や
外
国
人
等
へ
の
避
難
情
報
の
整

備
や
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
等
災

害
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
提
供

さ
れ
る
中
で
、
正
し
く
理
解
し
判

断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
活
用

に
つ
い
て
研
修
会
等
を
通
じ
て
周

知
、
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革 

■問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を

誰
が
行
う
か
再
考
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
事
業
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

は
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

委
ね
る
こ
と
を
基
本
に
外
部
委
託

や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

民
間
活
力
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

旧報徳社の現況（令和元年12月25日撮影)

磐田城山球場

防災備品等の拠点倉庫化予定の豊田支所

低速自動運転車両の実証実験
出発式の様子
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代表質問代表質問

令和２年度予算における重点事業について／令和２年度以降の財政見通しについて／
市の施策の決定プロセスについて

市民の声が届く新年度予算編成について／
市民の安全・安心、防災について／市の諸課題について

きずなの会　質問者 議員山 田 安 邦日本共産党磐田市議団　質問者 議員根 津 康 広

財
政
見
通
し

■問　
景
気
動
向
の
見
解
と
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
内
企
業
の
景
況
感
が
、
米

中
貿
易
摩
擦
の
影
響
等
を
受
け
、

３
年
ぶ
り
に
「
低
調
」
が
「
上
向

き
」
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
景

気
は
下
降
傾
向
と
認
識
し
て
い
る
。

■問　
法
人
市
民
税
の
見
込
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
景
気
は
下
降
し
て
い
る
た
め
、

元
年
度
よ
り
厳
し
い
と
見
込
む
。

■問　
特
別
交
付
税
を
含
め
、
地
方

交
付
税
の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
特
別
交
付
税
は
、
災
害
等
の

発
生
状
況
な
ど
に
影
響
さ
れ
見
通

し
が
難
し
く
、
例
年
と
同
程
度
を

見
込
む
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
は
、

合
併
算
定
替
の
終
了
や
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
で
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
額
等
に
よ
る
減
額
要
因
に

よ
り
、
減
少
す
る
と
見
込
む
。

た
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
を
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
指
定
施
設

に
追
加
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
時
の
豊

田
町
駅
か
ら
の
移
動
手
段
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問　
学
校
給
食
の
無
償
化
実
施
の

見
解
を
伺
う
。

答
　
本
市
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
応
援
す
る
一
つ
の
手
法
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

学
府
一
体
校
整
備
構
想

■問　
施
設
一
体
型
の
小
中
一
体
構

想
は
、
現
在
の
小
学
校
区
を
な
く

す
こ
と
に
な
る
。
小
学
校
区
は
住

民
自
治
の
基
礎
単
位
で
あ
り
、
生

活
圏
で
も
あ
る
。
一
体
校
あ
り
き

で
選
択
の
余
地
が
な
い
の
か
伺
う
。

答
　
学
府
一
体
校
の
形
態
は
、
地

予
算
編
成

■問　
２
年
度
の
重
点
事
業
の
内
容

と
財
源
内
訳
の
見
込
み
を
伺
う
。

答
　
新
規
事
業
は
、
豊
田
支
所
の

防
災
備
品
等
の
拠
点
倉
庫
化
を
行

う
「
豊
田
支
所
等
改
修
事
業
」
を

予
定
し
、
財
源
は
県
支
出
金
を
見

込
み
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
補

助
金
事
業
の
創
設
も
検
討
し
て
い

る
。
継
続
事
業
は
、
な
が
ふ
じ
学

府
新
た
な
学
校
づ
く
り
整
備
事
業

で
、財
源
は
国
庫
支
出
金
や
基
金

繰
入
金
、市
債
を
見
込
み
、（
仮
称
）

磐
田
市
文
化
会
館
整
備
事
業
で
は
、

財
源
は
基
金
繰
入
金
や
市
債
を
見

込
む
。
ほ
か
に
海
岸
防
潮
堤
の
整

備
、
今
之
浦
公
園
及
び
市
有
地
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

  

新
年
度
予
算
編
成

■問　
２
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
、事
業
の
重
点
施
策
等
を
伺
う
。

答
　
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
、（
仮

称
）
磐
田
市
文
化
会
館
の
整
備
な

ど
の
継
続
、
新
た
に
向
陽
学
府
一

体
校
の
整
備
に
向
け
た
基
本
構
想

の
策
定
や
豊
田
支
所
の
防
災
備
品

等
の
拠
点
倉
庫
化
を
予
定
し
、
市

民
生
活
に
密
着
し
た
助
成
制
度
の

創
設
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問　
完
成
後
の
（
仮
称
）
磐
田
市

文
化
会
館
の
利
用
の
あ
り
方
、
交

通
弱
者
の
交
通
機
関
の
整
備
は
。

答
　
ロ
ビ
ー
は
、
催
事
が
な
い
時

で
も
常
に
開
放
し
、
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
の
活
用
を
計
画
し
て

い
る
。
交
通
機
関
の
整
備
は
、
新

 

施
策
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

■問　
市
民
意
見
の
聴
取
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
長
と
市
政
を
語
る
会
で
の
意
見

の
ほ
か
、
各
種
調
査
等
の
実
施
、

審
議
会
や
懇
話
会
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
事
業
の
見
直
し
や
方
針

決
定
は
、必
要
に
応
じ
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

■問　
庁
内
の
施
策
の
方
針
決
定
の

方
法
・
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、
成

果
の
見
込
み
及
び
費
用
対
効
果
等

を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
検
討
会

を
設
置
す
る
ほ
か
、
市
民
や
各
種

団
体
等
の
意
見
を
聴
取
し
、
最
終

的
に
庁
内
の
手
続
き
で
決
定
す
る
。

政
策
決
定
に
丁
寧
さ
が
欠
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
。

域
や
保
護
者
の
方
と
十
分
話
し
合

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
体
校
あ
り
き
で
説
明
し
て
い
る

よ
う
に
と
ら
れ
が
ち
だ
が
、
子
ど

も
を
第
一
に
考
え
た
場
合
は
こ
う

い
う
環
境
が
い
い
で
す
よ
と
説
明

し
て
い
る
。

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

■問　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
４
カ

所
を
来
年
３
月
で
閉
鎖
す
る
市
の

方
針
に
保
護
者
が
存
続
を
求
め
て

い
る
。
保
護
者
の
声
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
、
今
後
の
対
応
は
、

白
紙
撤
回
か
伺
う
。

答
　
関
係
者
と
調
整
す
る
時
間
も

十
分
確
保
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
た
た
め
、
予
想
外
の
反
応

で
あ
っ
た
。
全
て
私
の
責
任
で
あ

る
と
受
け
と
め
て
い
る
。
４
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
は
最
低
１
年
間
凍
結

し
、
今
後
利
用
者
と
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
。
一
切
合
切
が

白
紙
撤
回
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

海岸防潮堤の整備の様子（仮称）磐田市文化会館に隣接するアミューズ豊田

市長と市政について語る会の様子

ながふじ学府一体校が整備される
豊田中学校の現況（令和元年11月末現在）

スマートフォン等からも
議会を視聴できます

議会にご意見をお寄せください

　パソコンのほか、スマートフォンやタブレット
端末からも、本会議、予算決算委員会の模様
を視聴することができます。生中継・録画中継
を配信しておりますのでぜひご覧
ください。

　市民の皆様の声をお聞きす
るため、「ご意見ポスト」を
本庁舎 1階と 5 階に設置し
ています。市議会へのご意見・
ご要望をお寄せください。

左記 2 次元コードを読み込むと専用
フォームのページに移動します。また、
パソコンやスマートフォン等から入力
も可能です。



11 12
15 13議員研修を開催しました 公契約関係競売入札妨害事件

に対する提言書を提出
テーマ　－地方自治体の内部統制の考え方－
　　　　「磐田市の持続可能性に向けて」
講　師　日本大学 経済学部　
　　　　教授　石川　恵子　氏
　１1月15日に、内部統制の見地から、公契
約関係競売入札妨害事件など磐田市の現状を踏
まえ、議員としての役割や視点について学ぶこと
を主眼として、議員研修会を開催しました。
　今回は講師に石川恵子教授をお招きし、講演
をしていただきました。

　市議会はこれまで１９回にわたり市当局か
ら提供された資料の説明及び質疑を通し、原
因究明と再発防止策に向け、検証・議論を重
ね、コンプライアンス意識の低下や職場環境
の問題、入札制度等複数の原因があると判断
し、早急に風通しのよい組織を構築し、市民
の信頼を回復することを求め、提言書を提出
ました。
　内容は、活用しやすい公益通報制度の実施
や市民への説明等 11項目です。

15 14

生
活
保
護
の
要
件

■問

　持ち
家
の
保
有
と
売
却
、
住

宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
場
合
は
。

答
　
持
ち
家
は
本
人
の
居
住
用

で
あ
れ
ば
原
則
保
有
が
認
め
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
処
分
価
値
が
著
し

く
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
保
有
を
認
め
ず
、
売
却
等
に

よ
る
資
産
活
用
を
求
め
る
。
ロ
ー

ン
つ
き
住
宅
を
保
有
し
て
い
る
場

合
は
、
生
活
に
充
て
る
べ
き
生
活

保
護
費
か
ら
ロ
ー
ン
の
返
済
を
す

る
こ
と
で
、
実
際
の
生
活
が
最
低

生
活
を
下
回
る
こ
と
に
な
る
た
め

処
分
を
求
め
る
。

 

■問

　契
約
し
て
い
る
生
命
保
険
、

学
資
保
険
の
解
約
は
。

答
　生
命
保
険
や
学
資
保
険
は
活

用
す
べ
き
資
産
と
な
る
た
め
、
原

則
保
有
を
認
め
な
い
が
、
条
件
を

満
た
せ
ば
解
約
を
求
め
な
い
場
合

が
あ
る
。

■問

　生活
保
護
利
用
中
に
生
活
費

を
切
り
詰
め
て
の
貯
金
は
。

答
　
不
正
な
蓄
え
で
は
な
い
こ
と

生活保護について

公明党磐田 議員江 塚　 学

一 括
質 問

事
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

兎
山
公
園
と
周
辺
整
備

■問

　公園
の
炊
事
場
が
老
朽
化
し

て
い
る
。
利
用
者
の
声
を
聞
き
、

改
修
す
る
考
え
は
。

答
　
施
設
の
不
具
合
を
確
認
し
、

適
宜
修
繕
し
て
い
る
。
今
後
の
更

新
時
は
、
可
能
な
範
囲
で
利
用
者

の
意
見
を
反
映
し
、
整
備
し
た
い
。

■問

　市民
の
声
を
聞
き
、
共
同
し

公
園
と
古
墳
を
生
か
し
た
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
古
墳
等
紹
介
す
る
看
板
設
置

等
、
一
体
的
な
利
用
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
利
用
者
の
意
見
を
聞

き
、
さ
ら
に
利
便
性
向
上
を
図
る
。

環
境
問
題

■問

　学校
施
設
等
の
除
草
剤
使
用

状
況
と
、
発
が
ん
性
が
あ
る
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
等
で
は
使
用
禁
止
の

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
使
用
は

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
芝
生
の
管
理
等
必
要
な
部
分

で
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
。
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
は
、
一
部

の
施
設
で
目
的
に
応
じ
て
最
小
限

使
用
し
、
濃
度
等
も
配
慮
し
て
お

り
、
引
き
続
き
適
切
に
使
用
す
る
。

防災対策の強化を／兎山公園と周辺の整備を／
環境問題について

日本共産党磐田市議団 議員高 梨 俊 弘

一 問
一 答

一般質問

一般質問

　議会運営委員会や常任委員会では、所管する事務
に関する審査や調査のため、他の自治体の先進的な
取り組み等について行政視察を行っています。
　今回は、10月に実施した建設産業委員会の行政
視察の内容をお知らせします。

 

大
阪
府
八
尾
市

●
磐
田
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
の
検
証

　
八
尾
市
産
業
振
興
会
議
で
は
、

条
例
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
・
事
業
者
・
有
識
者
等
の
関

係
者
を
幅
広
く
巻
き
込
み
、
今
後

の
産
業
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
や
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
施
設
「
み

せ
る
ば
や
お
」
は
、
中
小
企
業
の

優
れ
た
技
術
、
ア
イ
デ
ア
を
「
魅

せ
る
場
」
と
し
て
利
用
し
や
す
く
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
の
顔
と

な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

 

宮
崎
県
新
富
町

●
雇
用
・
就
労
支
援

　「
こ
ゆ
財
団
」
は
新
富
町
が

１
０
０
％
出
資
を
し
、
観
光
協
会

の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
民
間
の
有

能
な
人
材
を
招
き
設
立
さ
れ
た
。

「
世
界
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い

町
」
を
目
指
し
「
新
富
ラ
イ
チ
」

の
よ
う
に
様
々
な
事
業
が
各
種
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
大
幅
な

増
加
や
起
業
家
意
識
の
高
い
人
材

の
移
住
等
に
貢
献
を
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
委
託
業
務
の
仕
組
み
、「
磐

田
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
、
人
材
の

誘
引
・
育
成
や
移
住
定
住
に
む
け

た
取
り
組
み
、
地
域
農
業
の
活
性

化
等
の
参
考
と
な
る
と
感
じ
た
。

 

福
岡
県
福
岡
市

●
磐
田
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
の
検
証

　
福
岡
市
は
29
年
に
条
例
改
正

し
、
基
本
計
画
を
策
定
、
中
小
企

業
の
抱
え
る
課
題
を
全
庁
的
な
課

題
と
し
て
と
ら
え
、
関
係
機
関
等

と
連
携
し
た
き
め
細
か
い
支
援
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
適
切
な
運

用
を
図
っ
て
い
る
。今
後
、条
例
の

周
知
や
各
種
課
題
解
決
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
調
査
項
目
）
磐
田
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
／
雇
用
・
就
労
支
援

建
設
産
業
委
員
会
10
月
23
日 

〜
25
日

や
、
使
用
目
的
が
自
立
の
助
長
な

ど
に
つ
な
が
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
保
有
を
認
め
て
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
。

■問

　高校
生
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
は
。

答
　ア
ル
バ
イ
ト
収
入
は
修
学
旅

行
費
な
ど
修
学
の
た
め
に
必
要
な

費
用
に
充
て
る
場
合
は
収
入
認
定

し
て
い
な
い
。

■問

　生活
保
護
世
帯
の
自
動
車
の

保
有
は
。

答
　
自
動
車
は
資
産
と
な
る
た
め

原
則
と
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
く
。

た
だ
し
、
障
が
い
者
の
通
勤
、
通

院
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困

難
な
地
域
の
通
勤
用
な
ど
に
限
り
、

保
有
を
認
め
て
い
る
。

 

■問

　大規
模
災
害
時
の
生
活
保
護

の
支
給
は
。

答
　
災
害
ご
と
に
厚
生
労
働
省
よ

り
被
災
者
の
生
活
保
護
の
取
り
扱

い
が
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容

に
従
い
生
活
保
護
を
実
施
し
て
い

る
。

防
災
対
策
の
強
化

■問

　台風
19
号
の
影
響
で
、
鮫
島

海
岸
周
辺
の
防
潮
堤
が
侵
食
し
、

立
入
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
被
災

規
模
、
今
後
の
復
旧
の
見
通
し
は
。

答
　
県
中
遠
農
林
事
務
所
に
よ
る

と
、
被
災
区
間
は
３
１
６
・
２
メ

ー
ト
ル
、
30
年
の
台
風
24
号
等
の

被
災
箇
所
と
合
わ
せ
４
７
６・
２

メ
ー
ト
ル
が
損
壊
し
て
い
る
。
12

月
中
に
国
の
災
害
査
定
を
受
け

る
予
定
で
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
、

対
応
し
て
い
る
と
聞
く
。

■問

　台風
19
号
で
は
排
水
機
場
が

止
ま
る
等
操
作
に
手
間
取
っ
た
等

の
声
を
聞
く
。
排
水
機
場
、
ポ
ン

プ
場
の
稼
働
状
況
と
課
題
は
。

答
　
排
水
機
場
17
カ
所
と
ポ
ン
プ

場
11
カ
所
を
稼
働
し
た
。
課
題
は
、

老
朽
化
や
ポ
ン
プ
が
始
動
し
な
い

等
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
迅
速
な
対

応
で
、
定
期
点
検
を
行
う
等
、
有

台風19号の影響で侵食した
防潮堤の当時の様子

八尾市「みせるばやお」での視察の様子
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　令和最初の新春を迎えました。そし
て今年は子年、十二支の最初に戻って
きました。子年は子孫繁栄、経済も盛

隆すると言われています。本年は東京オリンピッ
ク、パラリンピックの開催、当市では御厨駅やス
マートＩＣが開業します。明るく元気な 1年とな
りますように、期待をもってがんばりましょう。

（加藤文重）

磐
田
市
議
会
だ
よ
り

 N
o.74　

2020.02.01
発
行
／
磐
　
田
　
市
　
議
　
会

編
集
／
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

〒
438-8650 磐

田
市
国
府
台
3-1

TEL.0538-37-4822　
FAX.0538-37-4845

https://w
w
w
.city.iw

ata.shizuoka.jp/shigikai/index.htm
l

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
gikai@

city.iw
ata.lg.jp

月 定 例 会 の 予 定2
（2月20日～3月24日）

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合があります。一般質問を行う議員の順番や内容
につきまして2月28日（金）にホームページ上で公開を予定しており
ます。また、聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通訳者
や要約筆記者の手配等を行っています。ご希望の方は、事前に議会
事務局（電話０５３８－３７－４８２２、ファックス０５３８－３７－
４８４５）までお問い合わせください。

次回は5月1日発行予定です。 【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委　　員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

　磐田南高校吹奏楽部は、コンクール上位入賞
を目指すと共に、演奏会に来場された方に喜ん
で頂けるよう、毎日練習しています。
　1年に一度の定期演奏会で、一生懸命に演奏
している彼女に惹かれてシャッターを切りま
した。
　重厚なハーモニーを感じていただけると嬉
しいです。

表紙の写真 静岡県立磐田南高等学校　2年生
ビジュアル部 土

は ぶ
生　千

ち な み
波 さん

■全会一致により可決・同意された議案

⑴　元年度一般会計補正予算（第５号）

⑵　　〃　一般会計補正予算（第６号）

⑶　　〃　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

⑷　　〃　水道事業会計補正予算（第１号）

⑸　　〃　下水道事業会計補正予算（第１号）

⑹　部設置条例の一部改正

⑺　市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部改正

⑻　特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例等

の一部改正

⑼　職員の給与に関する条例の一部改正

⑽　自転車等駐車場条例の一部改正

■その他
⑴　 市議会議員の派遣

⑾　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正

⑿　市立認定こども園保育料等徴収条例の一部改正

⒀　下水道条例の一部改正

⒁　水道事業給水条例及び磐田市水道事業の布設工事の監

督及び水道技術管理者の資格に関する条例の一部改正

⒂　文化振興センター条例を廃止する条例の制定

⒃　市民文化会館条例を廃止する条例の制定

⒄　磐南５市町村新市まちづくり計画の変更

⒅　元年度（仮称）磐田市文化会館建設工事（給排水衛生

設備）請負契約の締結

⒆　人権擁護委員の候補者推薦の同意

本会議
（採決）

予算決算委員会
（採決）

本会議
（議案上程）

本会議
（議案質疑）

本会議
（一般質問）

予算決算委員会分科会（審査）
常任委員会（審査）


